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3.2.⑪ リップマッサージ
　－老化防止－
大小頬骨筋、口輪筋、上唇挙筋、口角挙筋などの作用

　口唇は口輪筋の一部であり、この筋の動作が鈍いとき

は乾燥などにより、口唇表面が荒れやすい。口呼吸を行っ

ている患者で、口唇力が弱く上唇が跳ね上がり、下唇が

弛緩して垂れ下がる場合などに、口唇へのマッサージを

行う。

トレーニングの目的

トレーニングの効果のある症状

トレーニングの注意点

愁訴No.11　頬粘膜と口唇を咬みやすい

愁訴No.13　 笑っても口唇で前歯が隠れ、綺麗に見れな

い

愁訴No.14　口唇が荒れやすい、非常に乾きやすい

愁訴No.15　 以前義歯を装着していた時よりも口元に張

りがなく、年齢以上に老けて見える

　口唇力が弱い場合には、口腔前庭に食物が溜る場合が

多い。頬筋の拘縮、口輪筋の動作不足である。力を入れ

ずに、ゆっくりと緊張をとりながら口唇にマッサージを

加える。

　口の中は比較的感覚が戻りやすく指や、電動歯ブラシ

などを使用し、口腔内も同時にマッサージすると筋肉が

伸び円滑な動作が可能になる。

90 Oral Imprant Rehabilitation Series



トレーニングの内容 図 . .⑪a～c

豊齢線
（鼻唇溝）

口角
人中
上唇

下唇

オトガイ唇溝

頬
上唇結節
口角

口裂

トレーニングが関与する筋肉 図 . .⑪d、e

　両手の親指を上唇の裏に入れて人差し指との間で挟み

上唇の裏から親指で押すようにして、上唇を伸ばしてい

図 . .⑪d、e　上下口唇は、口輪筋の一部であり、この部分の緊張は咀嚼に大きくかかわる。上唇を伸ばすことで、口角を引き
上げたり、口元を引き締めたり、咀嚼を行うのに必要な動作が行える。

く。また、上唇線上の人中を、指を使用せず伸ばす。

図 . .⑪a　親指と人差し指で上唇を挟
み込む。上唇の緊張を取りながら行うこ
と。

図 . .⑪b　ゆっくり上唇を前方に引っ
張る。

図 . .⑪c　慣れてくれば上唇のみを下
口唇に向けて伸ばす。

広頸筋
口角下制筋

下唇下制筋

耳下腺管

口角挙筋

頬筋

口角下制筋

下唇下制筋

Radlanski RJ, Wesker KH. グラフィックス フェイス 臨床解剖図
譜．東京：クインテッセンス出版， ； . より引用・改変

Radlanski RJ, Wesker KH. グラフィックス フェイス 臨床解剖図
譜．東京：クインテッセンス出版， ； . より引用・改変

91Oral Imprant Rehabilitation Series



3.2.⑫ 下顎を前方、左右に突き出すト
レーニング
　－顎の倦怠感－
外側翼突筋、側頭筋の作用

　咀嚼を行う場合、開口筋、閉口筋が重要である。顎は、

前方、左右への複雑な動作も関与する。この場合、外側

翼突筋と側頭筋が動作する。

　垂直顎間距離が短縮し、長期にわたっている場合、患

者は顎を前方、左右に動作する運動をしていないことが

多い。このため、プロビジョナルレストレーション装着

期間中、顎の動作が咀嚼により複雑な動きを示す時、顎

全体に倦怠感や痛みが起こることがある。

　そのため、下顎を前方、左右に突き出すトレーニング

により側頭筋、外側翼突筋を鍛える必要がある。

トレーニングの目的

トレーニングの効果のある症状

トレーニングの注意点

愁訴No.21　咬筋部分の食後の倦怠感

愁訴No.22　食後のどがだるい

愁訴No.23　 咀嚼する（特に硬いものを摂る）と頭痛やめ

まいがする

　顎関節部に痛みがある場合や、開口がしにくい場合は、

この運動は避ける必要がある。

　顎を前方、後方、側方に出しにくい場合は、手を添え

て顎をゆっくり動作させる。

　長期間義歯などを装着したまま、顎を左右、前方に突

き出す経験がないため、側頭筋の動作が鈍い。側頭筋の

動作不足は、頭痛やめまいの原因になることがあるので、

筋トレーニングをする必要がある。
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トレーニングの内容 図 . .⑫a～d

トレーニングが関与する筋肉 図 . .⑫e、f

　顎をゆっくり前方、後方、側方に出していく。顎が出

しにくかったり、緊張する場合は手を添える。

　前方運動時には外側翼突筋、後方運動時には側頭筋、

図 . .⑫e、f　外側翼突筋、側頭筋がおもに動作するが、顎を前方、左右に動作させることで、口輪筋、口唇の挙上筋を含めた
筋トレーニングも行える。

側方運動時の左側方運動の場合は右外側翼突筋と左側頭

筋が使用される。

側頭筋

茎状突起
咬筋

側頭筋

咬筋

図 . .⑫a　下顎を前方に突き出した正
面観。側頭筋、外側翼突筋合わせて口輪
筋、頬筋も鍛える。

図 . .⑫b　右に下顎を突き出す。 図 . .⑫c　左に下顎を突き出す。

図 . .⑫d　下顎を前方に突き出した側
面観。

外側翼突筋、上腹

外側翼突筋、下腹外側靭帯

Radlanski RJ, Wesker KH. グラフィックス フェイス 臨床解剖図
譜．東京：クインテッセンス出版， ； . より引用・改変

Radlanski RJ, Wesker KH. グラフィックス フェイス 臨床解剖図
譜．東京：クインテッセンス出版， ； . より引用・改変
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